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都市空間データ流通の今日的役割と課題
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東京都デジタルツイン3Dビューワ
https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-cTSTj2X6aIlokpkw

外部出典があるものはそれぞれの利用規約に従ってください．

https://tossetolab.github.io/
https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-cTSTj2X6aIlokpkw
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東京都におけるデジタルツイン活用のNext Step
オープン＆リアルタイムなインフラ管理・マネジメントへ！

1. まちづくりに関するデータや課題は現場にあり常に変化する

– 都庁内各局・区市町村とデータ取得段階から部局横断型の共用
＝ワンソース・マルチユース

2. 防災・防疫の時代を迎えたリアルタイムに代替可能な都市デザイン

– 誰がどのくらい・どうやって将来の東京をメンテナンスするのか？
（コミュニティの参加可能性）

都庁内＋αの部局間連携 出典：3kaku-K https://www.freemap.jp/

区市町村との連携
23区・多摩地域26市＆3町・1村
島嶼部（2町・7村）約2,200km2

コミュニ
ティや事業
者等の参加

＋αのデータ連携
活用提案等の参加

外部プラットフォーム
とのデータ連携

（一部は先行的に実施）

2021年度検討会
話題提供

https://www.freemap.jp/
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• Barns(2018) 欧米の動向
– スマートシティの普及によりデ

ジタルインフラ・都市のデー
タ・ソフトウェアデザインが都
市のガバナンスにおいて中心的
な役割を担うように

– 都市のデータ活用に関する指標
化（ISO 37120）やスコア化
が進行

– 事例としてダッシュボードの開
発が各地で展開：多種多様な
データビジュアライゼーション
の一つで，都市の状況を「ひと
目で」見られるもの

→データの意味が正確に行政職
員・市民に伝わっているか？
データに依存していないか？

→視覚化を通してどのように政策
に活用されるかの評価が重要

スマートシティ・プラットフォームの都市論

Barns, S. (2018). Smart cities and urban data platforms: Designing interfaces for smart governance, 
City, Culture and Society, 12, 5-12.
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東京都政に関するダッシュボード化（一例）

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/dashboard

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/dashboard
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Storytelling手法と地理的可視化
Institute of Planning and Development (IPR Prague) 

https://storymaps.arcgis.com/stories/3ed83ef359d346618510764c6222ac01

https://storymaps.arcgis.com/stories/3ed83ef359d346618510764c6222ac01


東京都における「都市のデジタルツイン」ユースケース創出に向けた検討会 82023/11/14

Spatial Equity NYC
20+NYCオープンデータを活用し都市の空間的不平等を測定するツール

非営利組織Transportation AlternativesとMIT研究者の共同開発

https://www.spatialequity.nyc/

https://www.spatialequity.nyc/
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Google Environmental Insights Explorer
建築物のCO2排出量の推定など：建物の種類別に集計された総床面積、

建物で消費される一般的な電力量（推定値）などから可視化

https://insights.sustainability.google/

https://insights.sustainability.google/
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Radiance
ボストンデジタルツインの活用：太陽光発電プロジェクトのパネル密度の最適化と財政

モデルを検討するツール3Dタイルの上に太陽光と1時間ごとの日陰画像を可視化

https://useradiance.com/

https://useradiance.com/
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英国：デジタルツイン情報管理のフレームワーク原則（2018年）
DTツールキット（検討項目・ビジネス事例集）の開発（2021年）
→2022年より産業界と「拠点(catapult)」によるDTハブへ展開

https://www.cdbb.cam.ac.uk/DFTG/GeminiPrinciples
https://digitaltwinhub.co.uk/files/file/62-digital-twin-toolkit/

https://www.cdbb.cam.ac.uk/DFTG/GeminiPrinciples
https://digitaltwinhub.co.uk/files/file/62-digital-twin-toolkit/
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• 都市と農村(rural)の地理空間デジタルツイン：
– 英国National Digital Twin Programmeとオーストラリアの好

例を紹介。
– 地理空間デジタルツインに向けたキャパシティ・ビルディング
を進めるべき

– 政府機関の役割：政策レベルではデータの価値と利点の認識を高めるこ
と，技術レベルでは情報のサイロから開放し組織横断的な情報の統合化。
広い範囲の人々を巻き込みながらコンセンサスを得る必要

– 地方自治体の役割：小さな市町村ではリソース不足の傾向。官民パート
ナーシップや地方自治体の共同利用（自治体コンソーシアム化）など他
組織との連携

– 民間企業に向けて：ニッチな分野の再評価や官民連携 etc-
– 研究機関に向けて：研究プロジェクトのサイロ化を防ぐこと。分野横断

的な研究（地理学 x 情報学等）。FAIR原則によるデータ・技術・方法論
のオープン化。教育プログラム化 etc-

• 11の原則を提示（次ページ）

Towards a sustainable geospatial ecosystem 
beyond SDIs （UN-GGIM,2021)
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– ユーザーニーズと要求への対応

– プロジェクトベースでサイロ化しないよう，新しいアプ
ローチ・ツール・標準化に基づく適用

– 全てのステージに関わること（ソリューション整備〜利活用まで）

– 「運転席」に入る（技術依存に陥らないこと）

– アジャイルで継続的に変化する

– 倫理的な政策姿勢の維持

– ネットワークの構築と維持

– 自動化への支援（重要な意思決定は人の関与を残すことも重要）

– 基本事項を押さえること

– 持続可能性の確保

– オープン・バイ・デフォルトの推進

Towards a sustainable geospatial ecosystem 
beyond SDIs （UN-GGIM,2021) の11原則
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デジタルツイン（DT）の今後？
• IEEE：将来的にはDTが機械の開発だけでなく、人間と機械
の共生関係にも不可欠な要素だと示唆

• 次の段階：人間による知識・モデルを意思決定に組み込む
「デジタル・トリプレット（Digital Triplet)」に着目？

• https://cmte.ieee.org/futuredirectio
ns/2018/06/14/digital-twins-
advantages-issues-of-a-powerful-
emerging-technology/

• Umeda, Y.; Ota, J.; Kojima, F.; Saito, 
M.; Matsuzawa, H.; Sukekawa, T.; 
Takeuchi, A.; Makida, K.; Shirafuji, S. 
Development of an education 
program for digital manufacturing 
system engineers based on ‘Digital 
Triplet’concept. Procedia Manuf. 
2019, 31, 3563–3576.

梅田 靖教授（東京大学）「日本型デジタルもの
づくりデジタルトリプレット」より引用

https://cmte.ieee.org/futuredirections/2018/06/14/digital-twins-advantages-issues-of-a-powerful-emerging-technology/
https://cmte.ieee.org/futuredirections/2018/06/14/digital-twins-advantages-issues-of-a-powerful-emerging-technology/
https://cmte.ieee.org/futuredirections/2018/06/14/digital-twins-advantages-issues-of-a-powerful-emerging-technology/
https://cmte.ieee.org/futuredirections/2018/06/14/digital-twins-advantages-issues-of-a-powerful-emerging-technology/
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Thank you!

tosseto@komazawa-u.ac.jp

https://tossetolab.github.io/

https://speakerdeck.com/tosseto

https://tossetolab.github.io/
https://speakerdeck.com/tosseto
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